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「志津」とは

佐倉市内には幅広い時代の遺跡が広く分布している。とくに印旛沼周辺と､印旛沼に流れ込む支流沿いに遺跡が濃密に

存在することから、かつては香取の海の一部だった印旛沼に面した佐倉市内は古くから水上交通が発展した地域だっ

たことが分かる。志津は、「津」という文字が表わすように、やはり水上交通と密接な地域であることが推察され、

市内の歴史を語るに欠かせない重要な土地である。

鎌倉時代から南北朝時代の伝承を持つ志津城、戦国期のものと思われる土塁などの遺構が残る「大口館（報恩寺周

辺）」、低湿地帯に突き出す丘陵に築かれた戦国時代の城「上峠城」などがあり、周辺には他にもたくさんの城が築

かれた。まさに、戦国時代の緊張感を今に伝える歴史あふれる地域といえよう。

これらの城を臼井城、本佐倉城といった大城郭と関連付けて考え、広域的に考察することで、ますます佐倉市内の魅

力が増幅する可能性をもつ魅力的なエリアである。

志津城

志津城は、印旛沼西側の台地に築かれた。印旛沼を押さえる千葉一族の重要拠点臼井城の支城だったと伝わる。開発

によって遺構はほとんど残っていないが、志津城の一部だとされる天御中主神社周辺には中世の面影を感じる景色が

残っている。

志津城は、印旛沼に面する千葉一族臼井氏の重要拠点臼井城の支城とされ、かつては臼井城が築かれた臼井台地と水

路で行き来ができる立地であったと考えられる。

志津城の詳細は不明だが、千葉一族臼井氏の庶流志津氏の城だといい、鎌倉時代末期には志津次郎胤氏が城主だった

と伝わる。胤氏は臼井氏の当主臼井太郎祐胤の弟で、兄祐胤が没すると遺児竹若丸を支え、後見したが、胤氏は竹若

丸暗殺未遂を起こし、命を狙われた竹若丸は鎌倉建長寺に逃げた。その後、成人した竹若丸は足利尊氏の家臣となっ

て活躍。臼井興胤と名乗り、臼井城に返り咲いた。これによって、臼井城を退去させられた胤氏は志津城に入るが、

興胤への反抗的な態度によって、暦応３年（1340年）志津城を興胤に攻められ､自害したと伝わる。

戦国時代の志津城については伝承に乏しいが、享徳3年（1454年）に起きた享徳の乱により、関東に戦乱が広がり臼井

城が緊迫した状況に置かれると、志津城は臼井城の支城として機能したと思われる。

天御中主神社が鎮座する高台は、櫓台のようであり、神社の南側は沼地になっていることから、周囲を水に囲まれた

要害であることが見て取れる。さらに周辺の寺や民家には、土塁が残っていることから、戦国時代の使用が推察され

る。

志津城の全体像は不明ながらも、地域の歴史を物語り、印旛沼、臼井城、その他の支城との繋がりが感じられる貴重

な城といえる。
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志津城の南側には、かつての川筋の名残りと思われる水路

が入り込んでいる。また、志津城の東側は現在住宅地に

なっているものの、かつては水路で、中志津、下志津を経

て印旛沼と繋がっていたと思われる。志津城は船で行き来

できる水上交通の要所だったのだろう。

（地図の黒矢印参照）

城下には、八幡神社、西福寺などの寺社があり、鎌倉時代

にここを本拠とした志津氏との関連が推察される。

暦応３年（1340年）、胤氏が甥の臼井興胤に滅ぼされた後

は、臼井氏が志津城を領していたと考えられる。城下の民

家に残る土塁などの戦国時代の遺構からも、戦国時代にお

いても臼井城と連携して機能していた重要地であることが

偲ばれる。

志津エリアは、臼井城とセットの歴史で語られる地域であり、鎌倉時代から戦国時代までの歴史が眠っている。また、

臼井城は太田道灌の軍勢が奮戦した城であり、道灌の弟太田図書助資忠が討ち死にしている。さらには上杉謙信が攻

め寄せるも、謙信敗北という貴重な歴史を残す歴史ロマンあふれる城である。そのような臼井城の支城だった志津城

は、広域的に臼井城や臼井城の支城郡と関連つけて考える必要がある。逆に言えば、周辺地域の歴史や城と結びつけ

て考えると、より魅力が増す、地域の鍵を握る城といえる。
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上志津の志津城とかつては水路で繋がっていたと思われる下志津地域には、大口館と上峠城と呼ばれる城館が存在す

る。大口館の中心には報恩寺があり、境内には戦国時代のものと思われる土塁、櫓台、空堀などの遺構が残る。周辺

の民家は「堀ノ内」の屋号が残っている。報恩寺は、夢窓疎石が創建し、開基は甥の臼井興胤に攻められ自害した志

津城主志津次郎胤氏と伝わる。このことから、もとからこのエリアも志津氏の領地であり、胤氏が滅亡した後は臼井

氏、さらに臼井城の原氏がこのエリアを領したと考えられる。そして、戦国時代の戦乱の中で、城郭として整備改修

されたと推察できる。

また、上峠城は、低湿地に突き出す丘陵の突端に築かれていて、主郭を守るように、台地を掘りきった「堀切」と呼

ばれる遺構が良好に残っている。また、主郭には、尾根筋からの敵を防ぐための土塁がしっかりと造成されているの

が見て取れ、戦国時代に臼井城の支城として機能していたと推察できる貴重な城といえる。


